
令和元年度 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業

体験の風をおこそうフェスティバルinおおすみくん家

１ 趣 旨 子ども・親・一般の方々が当施設の活動プログラムの体験を通して，体験活動の

重要性を啓発するとともに，当施設の利用促進を図る。

２ 期 日 令和元年１１月３０日（土）～１２月１日（日） ※日帰り可

３ 対 象 者 個人，家族，グループ等

４ 募集定員 宿泊参加者（４４家族）

日帰り参加者（制限なし）

５ 参 加 者 宿泊者： １７５人（４６家族）

日帰り： １，８６８人

延べ人数：２，０４３人

６ 指 導 者 スポーツクライミング（江口 智昭 氏 他４人）

七宝焼き（神前 ひろ子 氏 他１人）

クラフト活動（鹿児島県及び宮崎県の社会教育施設 ４施設）

国体競技体験ブース（鹿屋市・垂水市）

花の寄せ植え体験（鹿屋農業高校）

国立大隅青少年自然の家職員

ボランティア（１５人）

７ 日程と主な活動

１１月３０日(土) １２月１日(日)

16:00 宿泊者受付 7:15 朝食（宿泊者）

16:30 宿泊者オリエンテーション オープニング

17:15 ナイトプログラム 9:00 利用受付

・夕食 9:30 各体験・クラフトコーナー活動

・ジャンボ星のリース作り

・星空観察 14:30 各体験・クラフトコーナー活動終了

20:15 ・マジックショー 14:50 お礼のあいさつ

（鹿児島マジックアート会長） お楽しみ抽選会

22:00 消灯・就寝 15:30 解散・諸注意



８ 事業運営について

多くの地域の方々に当施設や体験活動の重要性を知っていただ

くため，施設を開放し，様々な体験活動やクラフト活動，メイン

ステージを準備し，家族やグループで楽しめる内容に心がけた。

（１） 他施設の協力を得た出展コーナーを設けて，多様なクラフ

ト活動を楽しめるようにした。

（２） 当施設のクラフト・体験コーナーでは，新しい内容や魅力

ある内容を準備し，家族で楽しめるものにした。

（３） メインステージを設けて幅広いジャンルの演目を展開し，

子供から大人まで楽しめるようにした。

（４） 来年度地元開催の国体に関連した体験ブースを設けた。

９ 成果

〇 多様なクラフト活動や体験活動，他施設・地域団体の協力，地

域高校生の舞台出演・出店など，地域との一体感がある内容を企

画することで，参加者が大変喜んでいた。

〇 途中で帰る家族が少なく，１日遊べるイベントとして参加者の

満足度は高く，体験活動の重要性や楽しさを啓発することにつな

がった。

〇 各コーナーの活動場所を，職員の意見を取り入れながら決めた

ことで，参加者を長時間待たせることなくスムーズな運営ができ

た。

〇 レストランの特別夕食メニューは、宿泊参加者が大変喜んでい

た。レストランとの連携を大事にすることで，参加者の満足度も

高まった。


